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北
海
道
練
定
置
漁
業
に
が
け
る
漁
場
動
員

第
三
十
人
巻

九
九
六

第
五
競

ーと
O 

研

:t"! I1 
7u 

北
海
道
練
定
置
漁
業
に
於
げ
る
漁
場
動
員

(
上
)

I珂

二4丈

~!:ヒ
ユK1L

在旨

第

;6( 

き

Iま

L 

漁
場
、
漁
場
諸
闘
係
の
一
般
的
な
概
念
規
定
や
又
漁
場
の
経
梼
的
諸
問
題
の
一
臆
の
解
説
は
既
に
簡
単
乍
ら
概

説
し
た
所
で
あ
ふ
。
本
稿
は
北
海
道
錬
漁
業
に
現
存
の
漁
場
諸
閥
係
の
研
究
の
第
二
部
と
し
て
、
漁
場
動
員
の
一
過

程
に
現
れ
て
ゐ
る
経
済
闘
係
の
分
析
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
岡
氏
経
済
の
全
般
的
な
資
本
制
的
後
建

に
伴
ひ
て
漁
業
経
溝
部
門
に
於
て
も
共
障
制
が
現
に
資
本
制
的
進
化
の
方
向
を
辿
り
つ
〉
あ
る
が
、
ぞ
れ
が
具
腫

的
に
は
必
十
し
も
簡
明
な
ら
ゴ
る
は
勿
論
で
あ
る
。
何
で
、
安
本
が
現
に
漁
業
に
於
け
る
生
産
・
所
有
等
経
済
諸

闘
係
に
如
何
に
影
響
す
る
か
、
又
そ
の
準
化
が
如
何
な
る
過
程
を
辿
り
如
何
な
る
結
果
を
及
ぽ
す
か
等
を
其
の
理

論
的
根
擦
に
於
て
孜
究
す
る
こ
と
は
、
現
代
の
漁
業
経
梼
の
分
析
を
任
と
す
る
者
の
課
題
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
向
。

私
は
掛
か
る
意
味
に
於
て
漁
業
経
済
瞳
制
の
一
側
面
た
る
漁
場
諸
闘
係
の
分
析
を
試
み
よ
う
と
し
て
、
先
づ
北
晦

2) 拙稿I 北海道線治業に現脊の秘湯賃貸借関係 J(経済論議，!S~豊 I!席〉



道
鯨
漁
業
に
於
け
る
此
問
題
に
取
掛
か
る
こ
左
左
守
じ
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
嘗
稿
に
一
臆
考
察
し
た
漁
場
賃

貸
借
闘
即
怖
を
承
け
て
漁
場
動
員
過
程
に
於
げ
る
問
題
を
取
輝
め
よ
う
と
思
ふ
。

事
に
漁
場
の
動
員
、
法
律
的
に
は
之
を
物
的
地
盤
と
す
る
漁
業
樺
の
動
員
と
は
、
買
買
の
形
式
で
漁
場
が
自
由

に
幾
多
の
人
格
問
を
移
轄
す
る
こ
左
を
意
味
す
る
。
斯
か
る
現
象
は
費
本
制
枇
舎
を
地
盤
と
せ
る
漁
業
経
済
に
於

て
始
め
て
一
般
的
に
起
る
現
象
で
あ
る
、
何
者
.
色
と
も
と
何
等
勢
働
生
産
物
に
非
ゴ
る
自
然
的
所
興
共
催
の
漁

《
荘
一
)

場
が
他
の
普
通
の
商
品
同
様
枇
舎
的
特
動
の
自
由
を
高
ち
得
る
の
は
、
買
に
資
本
制
経
樺
焼
件
の
下
に
始
め
て
可

能
と
な
れ
る
漁
場
債
格
形
成
機
構
の
成
立
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
資
本
制
祉
舎
以
前
の
枇
舎
に
於
て
も
漁
場

の
務
輯
が
必
や
し

b
無
か
つ
に
の
で
は
な
い
が
、
欝
時
の
相
調
ゐ
畑
出
列
。
分
割
時
に
は
持
取
等
に
代
っ
て
買
買
が
一

般
的
方
法
と
な
っ
た
の
は
賞
に
近
代
資
本
制
枇
舎
に
於
て
で
あ
り
、

轄
動
の
自
由
が
解
放
さ
れ
得
た
の
で
あ
か
4v

註
-
経
済
接
的
解
匂
と
し
て
の
漁
場
は
自
然
的
所
典
の
形
態
に
於
け
る
夫
を
意
味
し
、
夫
に
投
下
さ
れ
た
資
本
部
分
を
含
ま
ぬ
己
と
は
、
農

業
地
に
就
き
て
用
ゐ
ら
る
ふ
僻
句
と
異
な
ら
も
但
貰
際
よ
機
業
者
間
白
遁
念
と
し
て
は
諸
種
の
漁
業
経
轡
設
備
工
伶
を
含
め
で
漁
場
と
線
癖
し

時
に
は
乾
場
を
も
含
め
る
。
又
法
制
に
於
で
も
古
〈
は
漁
業
を
替
む
海
面
と
海
産
乾
場
と
を
令
帯
し
た
と
と
も
あ
り
J

漁
場
が
此
等
諸
要
素
か
ら

分
離
し
た
白
は
比
較
的
に
新
し
お
c
事
で
あ
る
。

註
二
北
海
道
線
漁
場
の
貰
買
が
法
制
上
自
由
之
な
っ
た
の
は
漁
業
法
制
定
後
に
し
て
、
匂
れ
迄
は
法
制
上
は
唯
相
績
に
限
り
人
的
移
樽
が
詐

さ
れ
た
に
止
ま

p
、
之
を
他
人
に
譲
渡
し
叉
は
抵
嘗
に
供
ナ
る
こ
と
が
禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
が
5
、
そ
れ
は
唯
法
制
上
白
事
に
過
ぎ
ず
、
事
賞
漁
場
は

費
買
・
貸
借
・
抵
嘗
白
一
客
種
と
な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ

U
。

且
つ
此
一
枇
舎
に
於
て
始
め
て
漁
場
の
枇
合
的

勢
働
の
所
産
に
非
十
叉
再
生
産
し
得
ぎ
る
物
が
如
何
に
し
て
債
格
を
有
っ
か
、
共
債
格
決
定
機
構
を
理
論
的
に

北
海
道
鯨
定
量
滋
業
に
於
け
る
漁
場
動
員

第
三
十
人
巻

ヒ

九
九
七

第
五
都

3) J. H.. von百泊nen，“D町 Isoli正巾 Staat，，' (H. Waentig5am皿l:ung，. xrn.) " 
te Aufl. 1921; S. "3“Booen an sich 4~ 
例へば、明治21年根室鵬君主外a/I¥令。
明治30年北海道機業取締規則。
内務省.務局北海道課調査「北海道b住業取調書J(明治35年刊〉第1，42頁、第2.
65頁。
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北
海
道
線
定
櫨
漁
業
に
於
け
る
漁
場
動
員

第
三
十
八
倉

七

九
九
八

第
五
時
肌

展
開
す
る
こ
と
は
、
是
れ
一
般
理
論
経
梼
撃
に
於
け
る
債
格
理
論
特
に
土
地
債
格
論
の
研
究
任
務
で
あ
っ
て
、
ザ
過

常
農
地
・
都
合
同
地
の
慣
格
論
と
し
て
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
。
漁
場
の
債
格
決
定
機
構
に
就
て
も
共
一
一
般
的
説
明
に
於

て
は
布
土
地
債
格
理
論
炉
役
立
つ
が
、
漁
場
と
農
地
左
の
生
産
的
利
用
闘
係
じ
於
げ
る
諸
相
蓮
、
漁
業
と
農
業
と

の
粧
掛
闘
保
に
於
け
る
諸
相
謡
、
東
ら
に
一
般
的
理
論
の
依
擦
せ
る
純
資
本
制
極
構
機
構
と
現
買
の
鯨
漁
業
経
漕

機
構
と
の
諸
相
違
等
に
よ
り
て
、
土
地
慣
絡
に
闘
す
る
一
般
的
法
則
は
共
催
妥
常
し
符
な
い
で
あ
ら
う
。
ぞ
れ
故

に
本
稿
で
は
此
等
の
州
に
闘
志
し
つ
h

m

北
海
道
鯨
漁
業
に
於
て
漁
場
一
主
両
日
買
お
れ
て
ゐ
み
縮
桝
闘
侃
と
共
影
響

k
を
具
瞳
的
に
考
察
し
、
漁
場
動
丸
一
か
鯨
漁
業
の
会
議
展
に
卦
し
て
如
何
な
る
闘
係
に
あ
る
か
を
明
か
に
し
よ
う

〔註
v

と
川
山
ふ
。

註
淑
業
経
務
上
一
般
的
に
漁
場
に
関
す
る
現
代
的
な
問
題
は
寧
ろ
漁
場
白
白
由
責
買
む
極
め
て
制
限
的
な
事
責
に
在
る
、
ま
し
抗
出
場
は
一
般

商
品
は
勿
論
土
地
に
比
べ
て
も
品
川
ほ
極
め
て
費
買
さ
れ
難
〈
、
こ
の
性
質
に
由
来
し
て
現
に
漁
業
政
策
特
に
漁
業
金
融
政
策
上
酌
一
問
題
と
し
て
猟

場
資
金
化
雛
の
同
同
題
が
奉
げ
ら
れ
て
ゐ
ふ
ao

従
う
で
右
の
問
題
を
漁
場
白
一
特
質
の
間
明
に
於
て
理
論
的
に
考
察
ナ
る
こ
と
が
漁
業
経
済
研
究
め
一

課
題
で
あ
る
が
e
日
忍
は
こ
れ
を
緩
稿
に
譲
り
、
誌
で
は
漁
場
が
現
に
資
質
さ
れ
て
ゐ
る
事
貨
に
件
ふ
経
組
問
閥
係
を
内
容
的
に
考
察
す
る
こ
主
主
ナ

る
。

第
二

鯨
漁
場
動
員
の
樫
漕
的
諸
問
題

一
、
漁
場
動
員
の
一
般
的
な
極
構
的
内
容
抑
l
漁
場
が
一
枇
舎
的
に
動
〈
、
換
言
せ
ば
漁
場
が
一
定
額
の
貨
幣

と
交
換
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
漁
業
種
梼
撃
に
於
て
始
め
て
問
題
と
な
る
問
題
で
あ
る
。
蓋
し
、
漁
場
を
自
然

』此誌に闘しては、山本美越乃氏「水産経済J(賀丈働大正2年)58頁、同氏「水
産資木融通問題J(経漕論鐙之0巻 I!斑)、拙楠l水陸命融に開ナ品諸問題J(改
造社経済皐全集時川氏「水産経理事論J所1&)中山「漁業横目指係性」参照。
時川虎三氏「水底経済事J(夏生閣水産畢全集、昭和S年)U)O，221頁。

7) 

8) 
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I
2
1
6

科
準
的
若
く
は
技
術
皐
的
に
如
何
に
精
密
に
分
析
し
よ
う
と
も
、
漁
場
一
か
寅
只
せ
ら
れ
る
理
由
を
義
見
し
得
ゃ
、

又
漁
場
を
地
盤
と
せ
る
漁
業
構
を
法
律
的
に
如
何
に
観
念
し
、
漁
業
樺
の
物
構
的
性
質
4

伊
品
一
附
じ
よ
う
左
も
、
漁
場

が
何
故
に
且
つ
幾
何
の
債
格
で
買
買
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
明
か
な
ら
し
め
得
な
い
。
漁
場
の
寅
買
は
貫
に
漁
業

組
樺
皐
に
於
て
始
め
て
解
明
の
場
所
を
得
ぺ
き
問
題
に
他
な
ら
ぬ
。

借
て
漁
場
が
傾
格
を
有
つ
と
い
ふ
事
は
、
漁
場
主
の
牧
め
る
漁
場
賃
料
の
概
念
か
ら
出
議
し
て
の
み
こ
れ
を
誼

明
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
安
本
制
的
諸
保
件
の
具
備
せ
る
所
に
於
て
は
如
何
な
る
種
類
の
一
定
額
の
永
鎖
的
な
貨

併
牧
入
も
凡
て
資
本
還
元
化
せ
ら
れ
る
か
ら
、
漁
場
賃
料
も
部
此
資
本
制
的
な
資
本
還
元
化
の
機
構
に
よ
っ
て
資

十
中
化
剖
M
A
'
h
d

れ
、
斯
〈
て
撒
坊
は
倒
格
bn}
有
志
u

b

此
傾
格
T
自
由
仁
流
通
寸
る
前
口
町
・
と
な
る
仁
王
る
の
で
あ
る
の
品
出

場
の
債
格
は
斯
の
如
〈
に
資
本
化
さ
れ
た
漁
場
賃
料
に
他
な
ら
ぬ
。
勿
論
漁
場
も
亦
普
通
の
商
品
と
同
様
に
時
冷

の
需
給
闘
係
に
よ
っ
て
費
動
常
無
き
市
場
債
格
で
取
引
さ
れ
る
が
、
市
場
債
格
の
正
に
落
着
〈
べ
き
水
準
的
な
王

常
債
格
は
右
越
の
漁
場
債
格
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
漁
場
の
債
格
は
斯
様
に
漁
場
賃
料
牧
盆
と
一
一
般
利
子
率
と
を

其
決
定
要
因
と
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
就
い
て
注
意
す
べ
き
は
、
第
一
に
一
般
利
子
率
は
漁
業
経
漕
事
情
の
外
部

に
横
つ
て
ゐ
て
、
漁
場
主
も
漁
業
者
も
共
に
直
接
的
に
は
何
等
の
影
響
力
を
も
之
に
及
ぼ
し
得
歩
、
而
も
此
利
子

率
な
る
も
の
は
壮
舎
の
正
常
的
な
殺
遣
に
伴
ひ
低
下
す
る
傾
向
あ
り
、
従
っ
て
資
本
還
元
係
数
は
漸
次
大
と
な
り

漁
場
債
格
が
漸
次
上
井
す
る
傾
向
の
あ
る
勤
、
第
二
に
現
在
の
北
海
道
鯨
漁
業
経
済
機
構
上
川
上
掲
一
般
利
子
率

に
闘
し
、
錬
漁
場
を
購
入
せ
む
と
す
る
漁
業
者
の
多
〈
が
未
だ
資
本
制
企
業
家
と
し
て
樹
立
の
地
歩
を
有
す
る
に

北
海
道
線
定
直
漁
業
に
於
け
る
漁
場
動
員

第
五
減

第
三
ヤ
八
巻

九
九
九

七

J) Alfred Marshall. Principles of Economics， .8 th. Ea. 1922， p. 446伍
河田踊郎氏「農業経済肇」増補第4版、貫!~5編第3章。



北
海
道
鯨
定
置
漁
業
に
於
け
る
漁
場
動
員

第
三
十
八
巻

一0
0
0

第
五
時
抗

七
回

歪
ら
A
Y
、
彼
の
闘
典
し
符
る
金
融
は
高
利
貸
的
方
法
に
し
て
、
従
っ
て
一
般
市
場
金
利
の
形
成
は
彼
の
身
法
の
外

部
に
存
す
る
会
〈
外
部
的
な
事
情
で
あ
る
勤
、
日
漁
場
賃
料
に
闘
し
て
、
既
速
の
如
く
そ
れ
は
資
本
制
的
純
賃
料

の
形
態
に
於
て
存
立
す
る
に
非
，
き
る
助
等
で
あ
る
。

次
に
挽
場
動
員
に
つ
い
て
諌
め
左
記
の
如
き
其
一
般
的
な
桓
掛
的
内
容
を
理
解
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
即
ち

漁
場
の
貢
買
は
、
賃
借
闘
係
に
於
て
漁
場
主
の
脱
出
迫
を
家
り
勝
な
漁
業
者
に
白
ら
漁
場
主
と
成
り
、
漁
業
経
溝
上

漁
場
主
の
収
め
る
利
盆
を
自
ら
一
平
交
し
符
る
可
能
性
hg
血
(
へ
る
に
相
違
な
い
が
、
漁
業
が
如
何
な
る
規
模
と
方
法

E
で
粧
管
さ
れ

τゐ
よ
う
と
-
也
、
漁
業
者
一
か
挽
場
獲
符
の
目
的
上
・
支
出
」
9

あ
貨
幣
は
組
業
生
産
粧
管
白
闘
い
い
投
ゼ

ら
れ
る
資
本
と
は
全
然
別
個
の
経
済
的
内
容
を
も
っ
て
ゐ
る
。
漁
場
購
入
に
投
ぜ
ら
れ
る
貨
幣
は
漁
業
生
産
行
桂

上
に
機
能
を
蓋
す
固
定
資
本
部
分
で
も
無
げ
れ
ば
、
流
動
資
本
部
分
で
も
な
い
。
蓋
し
、
漁
業
者
が
漁
場
を
購
入

し
た
と
い
ふ
単
に
そ
れ
だ
け
の
事
で
漁
場
か
ら
何
等
の
生
産
物
を
も
混
取
り
得
る
も
の
で
は
な
く
、
克
に
大
な
り

小
な
り
の
他
の
資
本
を
該
漁
場
の
蛭
管
自
躍
の
上
に
投
十
る
に
非
、
ざ
れ
ば
.
漁
獲
物
を
抽
出
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
め
る
。
換
言
せ
ば
、
漁
場
購
買
者
の
肢
に
支
排
へ
る
貨
幣
が
再
び
漁
業
経
笹
上
の
資
本
と
し
て
役
立
つ
可
く
彼

の
手
元
に
存
す
る
の
で
は
な

t
、
彼
は
貨
幣
を
漁
場
購
入
に
投
じ
に
限
り
最
早
や
共
貨
幣
を
失
ひ
、
そ
の
代
り
に

一
の
漁
場
を
有
す
る
に
過
ぎ
ぬ
。
購
入
せ
る
漁
場
の
上
に
漁
業
を
経
替
す
る
自
轡
漁
場
主
の
眼
に
、
漁
場
へ
の
生

産
的
投
資
の
結
果
彼
の
牧
め
る
漁
場
賃
料
部
分
が
漁
揚
購
入
資
金
の
利
子
と
映
十
る
か
否
か
、
換
言
す
れ
ば
披
が

漁
場
賃
料
を
目
指
し
て
一
の
投
資
と
し
て
漁
場
を
購
入
せ
る
か
否
か
は
、
是
れ
唯
彼
一
個
の
立
場
に
於
け
る
問
題
ー



た
る
に
過
ぎ
や
、
漁
場
の
貰
買
に
よ
っ
て
は
漁
場
は
共
生
産
保
件
と
し
て
の
白
然
的
・
技
術
的
性
質
を
喜
色
種
改

せ
し
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
斯
の
如
く
漁
場
の
買
買
は
唯
漁
場
賃
料
牧
得
の
樺
利
金
移
韓
せ
し
め
る
に
止
ま

り
、
漁
場
賃
料
の
生
産
や
又
一
一
般
に
漁
業
生
産
と
は
闘
係
な
き
貨
幣
投
下
の
一
形
態
で
あ
る
の
で
あ
勾
r

註
生
産
を
歴
史
的
杭
曾
か
ら
崎
立
し
た
永
久
的
自
然
法
則
に
於
て
把
握
し
、
自
然
カ
が
生
産
に
協
力
ナ
る
勤
で
は
原
始
産
業
主
製
造
工
業
と

の
聞
に
篭
も
差
異
無
し
と
し
て
も
可
生
産
技
術
的
方
法
と
自
然
力
白
祉
合
的
存
在
形
態
と
を
異
に
し
て
ゐ
る
雨
産
業
部
門
聞
に
は
、
自
然
カ
の
有

ワ
経
済
的
意
義
を
異
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
r
o
製
描
業
に
於
て
は
、
向
然
力
は
技
術
の
費
遣
に
よ
り
隠
さ
れ
而
も
製
遣
業
む
位
置
せ
る
地
積
主
除
い

て
は
多
〈
占
有
古
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
自
然
力
は
経
府
間
的
に
は
ほ
ほ
義
的
・
と
な
り
、
四
げ
摘
同
四
円
+
上
問
題
止
は
た
、
b
ぬ
。
故
に
此
産
業
部
門
に
生
誕
し
た

資
本
制
経
済
機
構
の
一
般
的
説
明
に
於
て
も
亦
先
づ
生
産
手
段
所
有
者
た
る
資
本
家
と
制
労
相
脚
力
槍
営
者
た
る
賃
勢
働
者
と
が
現
れ
来
り
、
自
然
力

出
荷
者
た
る
地
点
は
一
謄
背
耐
に
際
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
一
心
。
反
之
、
生
攻
技
術
上
自
然
力
の
意
義
が
特
に
大
で
あ
り
而
も
そ
の
自
仲
間
カ
た
る
苧

占
有
さ
れ
た
自
然
部
品
川
と
結
合
し
て
の
み
有
意
義
な
原
始
虎
業
に
於
ピ
は
、
白
州
川
力
占
有
者
が
党
本
来
及
び
妙
働
壮
と
共
に
占
栄
町
に
同
加
に
札
来
り
、

先
づ
資
本
家
と
封
座
ナ
る
。
夫
故
に
原
始
産
業
の
経
済
論
で
は
、
一
般
的
な
資
本
制
経
済
白
理
論
的
構
造
に
劃
し
て
、
先
づ
第
一
に
占
有
さ
れ
た

白
然
力
が
資
本
に
射
せ
る
関
係
に
於
て
、
自
然
カ
占
有
者
が
資
本
家
的
生
産
者
に
封
座
せ
る
閥
係
に
於
て
、
説
明
を
要
求
ナ
る
の
は
笛
然
で
あ
る
。

漁
場
購
入
の
魚
の
貨
幣
支
出
は
上
越
の
知
〈
何
等
の
漁
業
資
本
投
下
を
意
味
せ
争
、
寧
ろ
漁
業
者
が
漁
業
生
産

部
面
白
身
の
上
に
利
用
し
得
べ
き
資
本
を
そ
れ
丈
減
少
せ
し
め
、
漁
業
生
産
機
闘
の
範
囲
と
従
っ
て
漁
業
再
生
産

の
経
済
的
基
礎
左
を
そ
れ
丈
縮
小
せ
し
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
要
す
右
に
、
漁
場
貰
買
は
漁
場
の
私
的
占
有
を

前
提
と
せ
る
不
可
避
的
な
漁
場
獲
得
の
一
過
程
で
あ
り
、
又
漁
業
生
産
上
不
可
避
な
投
資
の
一
形
態
で
あ
る
が
、

上
越
の
意
味
に
於
て
其
自
身
と
し
て
は
不
生
産
的
な
貨
幣
支
出
を
意
味
し
、
斯
く
し
て
一
般
的
に
漁
業
的
生
産
の

接
展
に
劃
す
る
一
の
制
限
で
あ
る
の
で
あ
る
。

北
海
道
線
定
置
漁
業
に
於
け
る
油
揚
動
員

第
三
十
八
袋

一O
O

第
五
披

七
五

J. S. Mill. Principles of Polil:ical ECOIllOlTly. Ashley Ed. p. 24-26. 2) 



北
海
遁
練
定
量
級
業
に
於
け
る
議
場
動
長

第
三
十
八
各

一O
O
二

第
五
就

七
六

=
、
漁
場
動
員
の
一
般
的
な
経
梼
的
役
割

漁
場
債
格
と
漁
場
動
員
L
」
は
漁
場
占
有
の
資
本
制
枇
舎
に
於
け
る

形
態
で
あ
り
、
結
果
で
あ
る
が
、
共
の
漁
業
経
漕
に
及
ぼ
せ
る
役
割
を
北
海
道
鯨
漁
業
に
つ
い
て
見
る
に
、
其
は

確
に
鯨
漁
業
の
萎
縮
的
な
鰹
料
品
方
法
か
ら
新
な
毅
展
的
な
鰹
管
方
法
へ
の
轄
凹
と
穀
遣
と
を
促
し
た
、

K31日
へ
る
。

勿
論
、
漁
場
動
員
の
粧
祷
的
役
割
は
具
臆
的
に
は
漁
業
の
現
質
的
な
粧
持
機
構
全
般
の
如
何
に
よ
ち
て
異
ら
引
き
る

を
特
な
い
し
、
特
ド
共
の
漁
業
の
殺
展
仁
劃
す
る
役
割
の
積
極
的
な
る
か
消
極
的
な
る
か
は
、
動
員
を
通
じ
て
漁

揚
の
結
ぴ
っ
く
漁
場
利
用
方
法
の
準
歩
的
な
る
か
退
剛
健
的
な
あ
か
に
よ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
漁
場
動
員
の
役
割
に

小
山
、
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引
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し
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か
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。

漁
揚
の
動
員
は
一
一
吉
せ
ば
貨
幣
資
本
へ
の
漁
場
の
轄
罰
を
内
容
と
し
て
ゐ
る
。
漁
場
は
共
自
由
轄
動
性
の
解
放

じ
困
ち
て
先
資
本
制
的
な
身
分
的
・
非
自
由
の
占
有
形
態
を
蝉
脱
し
て
、
容
易
に
貨
幣
の
捕
捉
し
得
ペ
き
針
象
と

な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
漁
場
の
動
員
は
、
漁
業
の
新
生
産
方
法
の
殺
展
期
に
は
、
漁
場
が
此
新
生
産
方
訟
を
代

表
し
漁
業
資
本
を
有
す
る
者
に
向
っ
て
流
れ
行
く
こ
と
を
意
味
し
、
漁
揚
の
大
ぎ
を
共
時
々
の
誰
歩
的
な
粧
品
営
方

法
の
技
術
的
・
経
済
的
要
求
に
趨
臆
せ
し
め
、
脆
弱
組
朱
な
奮
蛭
管
方
法
を
回
執
せ
る
奮
套
な
・
慶
大
な
範
域
に
跨

る
漁
揚
の
占
有
者
か
ら
漁
揚
を
奪
ム
て
、
最
も
よ
く
之
を
利
用
し
且
つ
経
済
上
最
も
強
力
な
活
力
を
有
す
る
漁
業

者
の
手
仁
之
を
驚
ら
し
、
こ
れ
t
y
」
同
時
に
、
農
大
な
範
域
に
わ
た
る
大
漁
場
占
有
者
に
自
ら
新
経
替
方
法
の
採
用
に

必
要
な
資
金
佐
調
達
す
る
道
を
附
興
す
る
等
、
新
生
産
方
法
の
一
般
的
普
及
と
勢
働
生
産
力
の
非
常
な
向
上
と
の



宜
現
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
ゆ
即
ち
、
漁
場
動
員
は
鯨
漁
業
会
般
の
革
新
と
殺
遣
と
を
可
能
な
ら
し
め
た

一
保
件
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

併
乍
ら
、
漁
場
動
員
の
過
程
に
於
て
必
や
し
も
常
に
漁
業
穀
遣
に
封
す
る
積
極
的
影
響
が
現
れ
る
と
は
限
ら
な

ぃ
。
先
づ
第
一
に
、
貨
幣
資
本
は
必
十
し
も
常
に
新
生
産
方
法
の
導
入
と
漁
業
経
替
の
強
化
と
を
賀
現
し
漁
場
の

生
産
的
経
替
か
ら
利
潤
を
牧
め
る
目
的
の
舟
に
漁
場
を
捕
捉
す
る
に
非
令
、
唯
四
恥
に
商
品
と
し
て
の
漁
場
の
流
通

過
程
か
ら
利
潤
ぞ
牧
め
る
漁
場
投
機
の
目
的
を
以
て
漁
場
を
捕
捉
す
る
こ
と
も
あ
る
。
漁
場
が
自
由
に
責
宍
さ
れ

る
以
上
、
購
買
者
が
漁
業
経
替
者
な
り
や
或
は
単
な
る
漁
場
取
引
商
な
り
や
を
聞
は
十
、
叉
惜
進
歩
的
な
会
開
的
経
告

者
な
り
や
笹
恋
陳
腐
な
一
松
川
崎
方
法
令
}
同
枕
す
る
者
は
り
ゃ
を
刷
は
宇
、
初
も
市
場
じ
於
て
最
高
憤
橋
市
営
交
仰
ム
者

に
移
轄
す
る
の
は
必
然
で
あ
る
。
夫
故
に
.
漁
業
主
簡
の
竣
展
的
諸
傑
件
の
存
す
る
所
に
於
て
は
、
椴
令
一
般
的

に
は
漁
揚
偵
格
が
佐
越
の
如
〈
漁
業
資
本
に
劃
す
る
一
の
制
限
で
あ
り
、

叉
個
別
的
に
漁
場
の
責
買
が
単
に
輯
責

の
矯
の
購
買
だ
る
に
過
ま
ぬ
こ
と
あ
り
と
し
て
も
、
漁
場
の
落
付
〈
・
所
ケ
進
歩
的
な
漁
業
程
修
者
に
見
る
こ
と
が

出
来
、
漁
場
は
漁
業
費
展
の
方
向
に
拾
ふ
て
動
き
得
る
の
で
あ
る
が
、
反
之
、
新
漁
業
経
傍
方
誌
が
一
臆
杢
漁
場

上
に
瞭
.
か
つ
て
最
早
や
そ
れ
以
上
の
全
般
的
殺
展
の
能
地
の
存
せ
ゴ
る
所
に
於
て
は
、
漁
場
動
員
は
唯
漁
場
私
占

(
漁
場
賃
料
取
得
櫨
)
の
移
轄
に
終
り
、
漁
業
生
産
方
法
の
準
歩
を
件
は
争
、

漁
業
殺
遠
の
促
進
に
つ
い
て
何
等
闘
典

せ
ゴ
る
の
み
で
な
〈
、
漁
場
占
有
の
寄
生
的
存
在
と
漁
場
取
引
聞
係
の
如
何
に
よ
り
で
は
、
寧
ろ
却
っ
て
漁
業
の

後
展
に
劃
す
る
阻
碍
的
保
件
に
轄
化
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
漁
場
動
員
は
必
十
し
色
漁
業
経
掛
自
身
肢

北
海
道
錬
定
量
識
業
に
於
け
る
漁
場
動
員

第
三
十
八
巻

一O
O
一ニ

第
五
時
硯

七
ヒ



北
海
道
線
定
置
漁
業
に
於
け
る
抽
出
場
動
員

第
三
十
八
容

一0
0
四

第
五
油
断

七
八

に
資
本
制
化
を
完
成
せ
る
所
に
於
て
起
る
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
漁
業
経
済
白
身
の
資
本
制
化
が
未
熟
に
し
て
、
高

利
貸
資
本
や
商
人
資
本
の
役
割
の
頴
著
な
所
に
於
て
も
.
漁
業
経
済
の
外
国
を
成
せ
る
一
般
経
済
の
資
本
制
的
機

構
に
よ
っ
て
惹
起
せ
ら
れ
、
そ
の
結
果
漁
場
動
員
は
漁
場
の
漁
業
資
本
へ
の
移
轄
、
漁
業
経
替
の
資
本
制
的
合
理

化
の
魚
の
漁
場
移
轄
と
し
で
現
れ
や
に
、
謹
に
漁
業
経
傍
の
経
神
的
某
礎
を
感
化
せ
し
め
、
漁
業
躍
漕
の
資
本
制

〔
主
)

的
後
準
性
全
盆
ふ
同
化
せ
し
め
る
こ
'
と
も
あ
る
。

韓
漁
場
償
縦
形
成
機
構
が
一
般
的
に
成
ム
ゾ
一
ナ
る
や
、
現
貰
に
庄
市
陀
潤
内
に
入
っ
て
ゐ
な
い
未
着
業
若
〈
は
休
業
中
の
抑
制
場
も
洲
一
現
に
椛
僻
古

れ
つ
i
h

あ
る
決
川
端
と
附
品
川
に
細
川
料
配
潜
初
的
に
一
引
っ
。
此
俄
柏
は
市
山
政
品
川
訓
析
が
料
水
器
削

b
L
特
ベ
A
F
制
民
糾
い
れ
」
づ
司
、
裁
判
的
配
快
ぜ
ら
中
h

開叫暗』.

の
購
買
者
を
見
出
し
さ
ヘ
ナ
れ
ほ
貰
現
せ

b
れ
る
。
而
も
此
等
抽
開
場
債
格
も
亦
、
漁
場
賃
料
の
一
般
的
な
増
大
宇
刺
子
率
白
一
般
的
簡
下
平
其
他

の
原
因
に
よ
ワ
て
漁
場
主
自
ら
要
費
せ
ず
し
て
自
然
増
加
し
、
斯
〈
し
て
漁
場
主
を
し
て
漁
場
債
格
上
白
差
金
を
享
受
す
る
と
と
を
得
せ
し
め
る
。

漁
場
の
投
機
は
斯
の
加
〈
に
し
て
、
即
ち
一
「
先
じ
ら
れ
た
・
資
本
化
さ
れ
た
漁
場
賃
料
L

の
差
金
を
目
的
と
し
て
、
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
大
値

漁
場
の
投
機
的
資
買
は
源
業
最
況
の
上
昇
期
に
於
て
特
に
著
し
〈
行
は
れ
る
。
欧
洲
職
後
に
盛
に
漁
場
由
民
間
真
由
行
は
れ
た
加
き
は
其
頼
著
壮
例
で

あ
る
。
最
近
也
知
〈
練
漁
業
白
衰
頑
期
に
は
抽
出
場
投
機
は
勿
論
、
一
般
に
漁
場
責
買
が
停
滞
し
て
ゐ
る
。
元
来
錬
漁
場
は
個
別
的
に
は
鯨
来
棄
に

年
三
者
し
き
厚
薄
が
あ
り
、
英
生
産
性
白
甚
だ
不
櫨
貨
な
も
白
で
あ
る
か
ら
.
抽
山
場
資
買
の
投
機
性
は
特
に
著
し
(
、
漁
場
資
質
は
一
般
的
に
投

機
的
取
引
の
特
徴
を
有
し
て
ゐ
る
と
見
ら
札
る
の
も
、
蓋
し
必
然
で
あ
る
。
上
漣
の
諸
事
情
と
聯
関
し
て
、
被
場
責
買
に
於
て
漁
場
私
占
が
漁
業

の
俊
遣
に
積
極
的
阻
碍
傑
件
と
な
っ
て
ゐ
る
願
者
な
事
例
は
、
腕
に
数
年
来
練
群
来
皆
無
，
白
状
態
を
繍
け
、
生
産
傑
件
と
し
て
の
漁
場
債
値
白
疑

は
れ
て
ゐ
る
漁
場
に
就
て
き
へ
も
、
漁
場
主
は
或
は
将
来
白
大
漁
と
高
額
の
賃
料
と
を
夢
見
で
高
奇
漁
場
償
絡
の
責
現
に
淡
き
墓
を
蝿
し
、
或
は

該
淑
場
購
入
償
格
白
損
耗
に
脅
え
て
漁
場
地
棄
を
背
ぜ
ず
、
偶
々
隣
接
拍
開
場
上
に
大
規
模
抽
出
綱
を
布
設
せ
む
が
鴛
に
該
漁
場
の
占
有
を
必
要
と
ナ

る
こ
と
あ
ら
ば
、
こ
れ
に
封
し
て
高
額
の
漁
場
債
格
を
補
償
と
し
て
強
要
ナ
る
が
知
寺
場
合
に
、
九
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
知
〈
漁
場
動
員
は
漁
業
後
展
に
劃
す
る
消
極
的
役
割
を
演
じ
、
鯨
漁
業
の
資
本
制
的
後
世
仕
を
愈
1
国
化

し
、
高
に
於
て
、
漁
場
私
占
の
粧
稗
的
一
形
態
た
る
漁
場
債
格
の
漁
業
生
産
の
疫
反
に
劃
す
る
制
限
的
性
質
が
、



寧
ろ
積
極
的
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。
現
に
北
海
道
鯨
漁
業
に
於
て
は
、
後
に
や
〉
詳
し
〈
設
く
い
か
如
〈
に
、
漁
場

動
員
の
阻
碍
的
役
割
が
特
に
額
著
に
見
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

-
一
、
漁
場
債
格
の
決
定
諸
要
因
と
共
騰
落

漁
場
の
水
準
的
な
正
常
債
格
は
既
越
の
如
〈
資
本
化
さ
れ
た
漁
場

賃
料
収
益
に
他
な
ら
ぬ
が
、
現
買
に
取
引
さ
れ
る
漁
場
の
債
格
は
、
こ
れ
以
外
に
多
〈
の
要
閃
に
よ
り
て
決
定
せ
ら

れ
る
。
先
づ
、
漁
場
の
取
引
債
格
中
に
は
漁
業
者
が
漁
業
経
替
行
程
中
漁
場
に
投
下
累
積
し
て
未
だ
回
収
を
了
へ

5
る
固
定
設
備
資
本
部
分
が
含
ま
れ
る
が
、
新
の
査
本
部
分
は
漁
場
経
替
の
縞
行
に
伴
ひ
漸
次
増
し
て
行

t
傾
向

に
あ
る
か
ら
、
漁
場
債
格
は
大
瞳
漸
騰
す
る
。
叉
交
通
機
関
や
近
傍
都
市
の
殺
建
等
枇
合
会
般
の
経
済
的
稜
遣
に

仲
び
て
漁
場
債
格
は
他
律
的
に
漸
次
増
債
の
傾
向
じ
み
る
。
斯
の
如
〈
漁
場
の
個
格
は
必
や
し
も
漁
場
賃
糾
部
介

の
便
値
の
大
き
に
直
接
比
例
す
る
こ
と
な
く
騰
落
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
漁
場
債
格
に
闘
し
で
は
一
一
般
利
子
率

∞
漁
場
賃
料
山
収
益
の
高
低
ヨ
漁
場
に
累
積
す
る
資
本
部
分
の
増
減
側
漁
獲
物
債
格
の
高
低
五
漁
場
投
機
に
促
さ
る

、
〉
漁
場
債
格
品
購
六
漁
場
需
供
闘
係
、
特
に
漁
場
に
謝
し
て
緊
迫
的
な
需
要
を
有
す
る
小
漁
業
者
の
歴
倒
的
競
争

に
よ
る
漁
場
債
格
の
昂
騰
等
、
分
析
的
研
究
を
要
す
る
諸
要
因
が
計
へ
奉
げ
得
る
が
、
本
稿
に
於
て
此
等
諸
事
情

み
一
般
に
わ
た
り
詳
細
な
考
察
を
試
み
る
べ
き
館
裕
が
な
い
か
ら
、
以
下
に
於
て
主
と
し
て
右
掲
最
後
の
事
情
を
中

心
と
し
て
、
漁
場
私
占
の
現
般
の
下
で
漁
場
債
格
が
如
何
に
定
ま
り
、
且
つ
そ
れ
が
漁
業
経
済
上
如
何
な
る
結
果

を
惹
起
し
て
ゐ
る
か
を
考
察
す
る
に
止
め
度
い
と
思
ふ
。
そ
れ
に
先
ち
て
、
先
づ
精
確
な
漁
場
債
格
の
評
定
が
頗

る
困
難
で
あ
る
勤
を
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

北
海
道
鯨
定
置
漁
業
に
於
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就

ハ
リ
漁
場
賃
料
股
益
評
債
方
法
の
未
だ
確
立
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
を
第
一
に
翠
げ
ね
ば
な
ら
向
。
漁
場
の
評

債
方
法
は
、
漁
場
経
管
特
に
漁
業
牧
益
や
蛭
待
費
に
闘
す
る
調
査
の
統
計
的
研
究
や
鯨
群
古
川
の
厚
薄
共
他
に
闘
す

る
水
産
皐
的
研
究
等
の
結
果
営
基
礎
と
し
て
始
め
て
確
立
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
が
、
此
等
基
礎
的
研
究
は
未
だ
趨

切
な
漁
場
評
債
方
法
を
確
立
し
得
る
程
度
に
殺
遣
し
て
ゐ
な
い
。

元
来
現
在
蝉
漁
業
は
貨
に
運
任
せ
天
任
せ
の
投
機
事
業
と
し
て
粧
替
ぜ
ら
れ
、
且
つ
経
比
百
の
規
模
も
方
式
も
又

組
織
も
什
官
庁
駈
々
-
T
あ
り
、
粧
仙
川
V
内
鵡
H.
ゃ
牧
品
位
の
計
箪
の
如
き
も
不
精
確
不
統
一
で
あ
る
か
ら
、
挽
拐
耽
品
価
償
格
の

算
定
の
如
、
き
は
全
〈
不
可
飽
に
近
い
。
個
ん
干
の
小
漁
業
者
や
小
漁
業
主
は
勿
論
比
較
的
大
漁
業
者
や
大
漁
場
主
と

離
も
精
確
に
し
て
且
統
一
的
な
簿
記
を
有
し
て
ゐ
な
い
か
ら
、
漁
場
評
債
に
闘
し
で
は
専
門
家
と
雄
も
大
な
る
説

算
な
さ
を
祥
な
い
。
況
や
漁
場
購
入
に
際
し
て
評
債
ら
し
い
許
債
を
試
み
る
事
無
く
、
唯
自
己
の
皮
相
樺
薄
な
判

断
に
の
み
頼
る
よ
小
漁
業
者
が
多
敷
金
占
め
て
ゐ
る
現
肢
の
下
で
は
、
個
冷
の
漁
場
や
会
沿
岸
の
漁
場
全
般
に
つ
い

て
卒
均
的
な
漁
場
耽
益
金
算
定
し
、
之
に
基
い
て
漁
場
の
評
債
念
試
み
る
が
如
き
は
、
決
し
て
簡
単
且
つ
容
易
に

な
し
得
る
所
で
は
な
い
。
斯
〈
て
、
不
可
避
的
に
漁
場
債
格
は
漁
場
牧
盆
か
ら
著
し
〈
偏
侍
ぜ
、
ざ
る
を
得
な
い
。

い
上
拐
の
誤
算
・
算
定
不
能
と
相
並
ん
で
漁
場
評
債
の
精
確
を
害
ふ
事
情
は
、
個
々
の
具
檀
的
な
特
殊
事
例

を
一
般
化
せ
ひ
と
す
る
傾
向
で
る
。
或
年
の
鯨
群
奈
の
厚
豊
や
特
殊
事
情
の
下
に
の
み
得
ら
る
べ
例
外
的
牧
益
か

ら
推
し
で
、

一
般
的
な
漁
場
過
大
評
債
を
な
す
傾
向
が
あ
る
が
、
特
に
自
替
漁
場
主
に
於
て
楽
観
的
な
過
大
評
債

に
陥
る
領
向
が
あ
る
。
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之
に
照
し
て
漁
場
の
過
大
評
債
に
陥
る
傾
向
が
あ
る
。

↓
漁
場
は
他
の
生
産
手
段
の
如
〈
人
魚
的
に
自
由
に
増
加
し
得
ペ
き
性
質
の
色
の
で
る
な
く
、
又
一
定
の
位

置
か
ら
他
の
位
置
に
移
轄
し
得
べ
き
も
の
で
も
な
い
。
故
に
肢
に
杢
漁
場
が
私
占
し
童
さ
れ
で
ゐ
る
所
で
は
漁
場

同
様
に
漁
獲
物
債
格
の
一
時
的
暴
騰
や
特
に
有
利
な
市
場
景
況
な

E
を
も
屡
ι
午
、
水
鋪
的
な
も
の
と
見
倣
し

は
猫
占
的
な
稀
少
債
格
を
有
し
、
こ
れ
に
劃
す
る
需
要
の
事
情
如
何
に
よ
り
で
は
漁
場
肱
盆
か
ら
逸
せ
る
高
き
債

格
を
有
す
る
に
至
る
。

斯
の
如
〈
漁
場
耽
益
の
算
定
が
困
難
で
あ
り
、
従
っ
て
個
ム
干
の
漁
場
責
買
債
格
に
聞
し
て
は
個
別
的
な
事
情

炉
支
配
し
、
漁
場
耽
識
と
油
揚
債
格
と
は
著
し
〈
離
れ
、
斯
く
し
て
漁
場
の
耽
盆
債
格
と
共
取
引
慣
格
p

と
の
問
に

甚
し
き
相
違
の
存
す
る
の
が
現
肢
で
あ
る
。
斯
の
事
情
の
下
で
漁
場
の
債
格
は
一
般
的
に
漸
次
回
却
騰
す
る
の
を
常

と
す
る
、
蓋
し
、
漁
場
債
格
形
成
機
構
が
既
に
漁
場
債
格
品
購
化
の
機
能
を
有
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、

一
闘
の
艇
油
開
会
般
の
殺
遣
に
伴
ひ
漁
獲
物
に
劃
す
る
需
要
る
漸
増
し
、
固
定
資
本
の
漁
場
へ
の
固
沈
累
積
も
漸
増

し

一
般
利
子
卒
が
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
、
慨
に
自
由
に
聞
か
る
べ
き
漁
揚
に
限
定
あ
り
市
も
共
上
に
排

他
的
な
私
的
占
有
権
の
樹
立
せ
ら
れ
て
ゐ
る
限
h
に
於
て
、
但
令
漁
場
の
生
産
性
が
比
較
的
に
低
下
し
或
は
漁
業

資
本
車
位
営
り
の
牧
盆
が
減
退
し
よ
う
と
も
、
漁
場
自
身
の
債
格
は
漸
次
高
ま
り
行
き
、
漁
業
者
が
漁
場
獲
得
に

《
話
}

要
す
る
資
本
部
分
が
漸
次
増
大
す
る
の
で
あ
る
。
殊
に
漁
場
の
分
配
肢
態
が
個
別
分
散
的
且
つ
不
均
等
に
し
て
、

漁
場
購
買
者
中
に
従
来
の
行
懸
り
上
若
〈
は
共
他
の
事
情
の
た
め
資
本
家
的
打
算
を
逸
し
七
漁
場
獲
得
慾
を
有
せ

北
海
道
線
定
足
滅
業
に
於
け
る
漁
場
動
員

第
三
十
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第
五
波

る
小
漁
業
者
が
多
敢
な
る
場
合
に
は
、
漁
場
債
格
は
一
般
に
漁
場
肱
益
債
格

rb著
し
く
偏
情
せ
る
高
位
を
保
持

す
る
に
相
違
な
い
。
何
者
、
此
等
小
漁
業
者
若
〈
は
小
漁
場
主
は
漁
場
購
入
に
際
し
て
漁
場
賃
料
牧
益
金
評
債
の

基
礎
に
置
か
守
、
投
下
資
本
の
利
潤
の
一
部
や
時
に
は
水
準
的
勢
賃
の
一
部
を
も
犠
牲
に
供
し
て
も
、
白
家
の
生

活
維
持
を
固
ら
む
炉
矯
め
に
、
敢
て
漁
場
を
購
入
せ
ま
る
を
得
な
い
、
畢
一
覚
漁
業
組
替
の
組
利
潤
に
近
き
も
の
を

漁
場
評
債
の
基
礎
に
置
か
ぎ
る
を
得
な
い
、
事
情
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

鮭
北
海
道
鰍
漁
場
白
取
引
慣
ー
怖
の
艶
動
在
年
代
的
に
比
較
L
、
之
に
抽
出
業
経
狩
的
分
析
を
試
『
ゆ
る
と
と
は
、
資
料
の
般
加
し
て
ゐ
る
た
め
全
〈

不
可
能
マ
あ
る
。
法
に
は
唯
だ

K
港
ゆ
る
所
在
補
ヤ
た
め
に
突
の
こ
と

E
漣
べ
て
お
く
に
止
め
る
。
明
治
二
一
十
年
代
の
推
定
漁
場
償
絡
は
、
上
等

漁
場
(
利
尻
髄
文
近
傍
、
漁
具
付
)
=
一
千
五
百
圏
、
並
等
漁
場
(
増
毛
宗
谷
沿
岸
)
一
一
千
回
乃
至
三
千
困
、
下
等
涜
場
(
渡
島
附
近
)
千
五
百
園
で
あ
づ

た
の
町
、
大
正
十
四
年
の
個
別
調
査
例
に
よ
れ
ば
、
余
市
郡
四
背
骨
凶
千
圏
、
阿
山
路
郡
ニ
高
岡
、
積
丹
郡
一
高
五
千
園
、
高
島
郡
一
禽
困
等
h

に
し

てJ

可
成
り
の
上
巳
却
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
之
に
反
し
て
北
海
道
練
漁
獲
総
量
(
恐
b
く
議
場
平
均
治
獲
量
も
亦
)
は
寧
ろ
減
退
の
傾
向
に
在

p
、
且

つ
練
平
均
相
場
も
上
昇
的
よ
り
は
寧
ろ
下
降
的
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

漁
場
債
格
目
却
騰
の
傾
向
は
一
般
的
傾
向
た
る
に
止
ま
り
、
他
の
事
情
の
殺
生
に
よ
り
て
阻
止
せ
ら
れ
る
の
み
な

ら
歩
、
却
っ
て
金
〈
逆
に
低
落
の
現
象
が
喚
起
せ
ら
れ
る
こ
と
が
め
る
。
北
海
道
鯨
漁
場
に
つ
い
て
共
買
買
債

格
の
麗
動
を
事
宜
的
に
確
知
す
る
に
足
る
べ
き
資
料
が
棋
け
て
ゐ
る
が
、
奮
来
鯨
定
置
漁
業
地
と
し
て
後
遣
を
遂

げ
七
北
海
道
鯨
漁
場
杢
般
に
劃
し
て
は
、
該
地
方
の
漁
場
の
生
産
性
の
低
下
以
外
に
、
例
へ
ぽ
樺
太
沿
岸
の
鯨
漁

場
の
新
間
後
、
交
通
の
殺
遣
に
促
さ
れ
に
豆
粕
共
他
外
圃
製
肥
料
の
競
守
的
侵
出
、

工
業
酷
棋
連
仁
件
ふ
油
粕
・
棉

貫
油
粕
・
人
選
化
皐
肥
料
の
市
場
侵
出
、
他
地
方
の
他
の
種
類
の
漁
業
例
へ
ぱ
鰯
漁
業
等
の
後
遺
に
伴
ふ
鰯
粕
の

市
場
侵
出
等
は
、
北
海
道
に
於
け
る
鯨
漁
場
の
債
格
品
騰
化
を
阻
止
し
、
並
行
せ
し
め
る
主
な
事
情
で
あ
る
と
見
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る
こ
と
炉
出
来
る
。
就
中
樺
太
沿
岸
の
錬
漁
場
の
念
速
な
新
間
後
や
、
定
置
漁
業
以
外
の
漁
業
の
勃
興
等
は
問
題

で
あ
忍
。
蓋
し
、
共
慮
で
は
奮
北
海
道
の
如
〈
未
だ
漁
場
私
占
が
確
立
せ
や
、
漁
場
債
格
が
現
貫
に
は
存
せ
子
、

泊
業
者
は
共
有
す
る
資
本
を
北
海
道
練
定
置
漁
業
に
於
け
る
よ
り
は
よ
り
多
〈
漁
業
資
本
と
し
て
利
用
し
得
る
か

ら
で
あ
る
。

漁
場
債
格
低
落
の
原
因
如
何
に
拘
ら
や
、
漁
業
経
持
上
に
及
ぽ
す
共
影
響
は
漁
場
主
の
聞
に
二
様
に
分
ち
考
察

す
べ
き
で
あ
る
。
漁
場
を
醤
く
か
ら
持
ち
惇
へ
来
っ
た
漁
場
主
に
と
っ
て
は
、
漁
場
償
格
の
高
下
は
恐
ら
く
唯
彼

が
享
受
す
る
漁
場
債
格
貫
現
の
樺
利
の
消
長
、
換
言
せ
ば
想
像
上
の
損
益
と
見
倣
し
い
得
る
に
止
ま
る
で
あ
ら
う
が
、

之
仁
灰
し
て
漁
場
の
た
め
じ
現
買
に
貨
幣
を
支
出
せ
る
漁
場
主
に
と
っ

τは
議
貨
幣
資
本
の
民
粍
と
な
る
。
現
在

北
海
道
解
漁
場
主
叩
大
多
数
は
漁
場
を
購
入
獲
得
せ
る
者
で
み
石
か
ら
“
漁
場
債
格
の
下
落
は
正
に
漁
場
主
に
と

っ
て
現
買
の
損
失
を
意
味
す
る
。
近
年
北
海
道
線
漁
業
が
全
般
的
に
不
況
に
陪
り
、
特
に
従
来
盛
大
を
誇
っ
て
ゐ

た
後
志
地
方
が
酷
し
き
不
況
に
苦
h
u

で
ゐ
る
が
、
漁
場
獲
得
の
矯
に
資
本
を
投
じ
た
漁
場
主
は
該
資
本
の
喪
失
に

大
な
る
脅
威
を
戚
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
併
し
‘
ぞ
れ
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
必
中
し
も
下
落
せ
る
債
格
で
漁
場
一
炉

事
貫
上
責
買
せ
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
漁
場
の
動
員
は
斯
か
る
場
合
に
は
一
臆
停
止
す
る
。
漁
場
主
は
事
情
の

許
す
限
hJ
漁
場
私
占
の
樺
利
を
悼
み
て
依
然
高
き
債
格
を
維
持
せ
む
と
し
、
錬
漁
業
経
替
の
新
組
織
の
殺
展
を
阻

碍
す
る
こ
と
砂
く
な
い
の
で
あ
る
。
錬
漁
業
の
不
況
卦
策
と
し
て
確
立
さ
れ
た
錬
漁
業
会
同
に
つ
い
℃
も
、
斯
か

る
漁
場
主
の
漁
場
債
格
固
執
が
共
の
寅
現
難
の
一
理
由
を
作
し
て
ゐ
に
し
、
叉
現
に
共
貫
現
を
困
難
な
ら
し
め
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
(
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